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■ 福岡広域都市計画公園の変更（市決定）         ・・・・（参‐１） 

 

■ 福岡広域都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更（県決定） 

・・・・（参‐１１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年５月２８日（木） 

TKP エルガーラホール（中ホール） 



福岡広域都市計画公園の変更（福岡市決定） 

2・2・676 号 向野南公園 

3・3・115 号 原中央公園 

参-1



 

福岡広域都市計画公園の変更（福岡市決定） 

2・2・676 号 向野南公園 

3・3・115 号 原中央公園 
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○近隣公園の配置については、福岡市みどりの基本計画に基づき、１小学校校区に１箇所の
配置を原則としつつ、中学校校区において配置されていない校区を優先的に整備を進めて
いるところである。

○当該校区においては、近隣公園が配置されていないため、市民が身近に利用できる近隣公
園の整備を行うもの。

○種別:近隣公園
○名称:３・３・１１５号 原中央公園
○位置:福岡市早良区原一丁目
○面積:約１.０ha

公園の概要

原中央中学校
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○ 今回追加する区域については、個人の庭園であったものを市街地の中における貴重な都市空
間として寄附受けしたものである。

○ 寄附地は地形上などの制約から、主に外側から眺望を楽しむ空間として利用されてきたが、
庭園施設の老朽化が進行しており、改良が必要な状況にある。

○ 施設の改良にあたり、 既存公園と一体的に活用できる空間となるよう、隣接する市道の線形
見直しを含め、公園の拡張・再整備を行うもの。

○種別:街区公園
○名称:２・２・６７６号 向野南公園
○位置:福岡市南区向野二丁目
○面積:約０.２７ha （変更後:０．４８ha）
○当初決定:昭和６０年３月７日

令和８年 ３月 福祉都市委員会報告
４月 都市計画案の縦覧（法定縦覧）（縦覧者１１名、意見書０通）
５月 都市計画審議会に付議
６月 都市計画決定告示

公園の概要
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新旧対照表 

１．追加 

下線部は新、（ ）は旧 

種別 
名称 

位置 面積 備考 
番号 公園名 

近隣公園 ３・３・１１５号 原中央公園 早良区原一丁目の一部 
約 1.0ha 

（約 0.0ha） 

２．変更 

下線部は新、（ ）は旧 

種別 
名称 

位置 面積 備考 
番号 公園名 

街区公園 ２・２・６７６号 向野南公園 南区向野二丁目の一部 
約 0.48ha 

（約 0.27ha） 
区域の変更 

総括表 

箇所 面積 摘要 

今回の決定等 

３・３・１１５号 

原中央公園 
1.0ha（+1.01ha） 追加 

２・２・６７６号 

向野南公園 
0.48ha(+0.21ha) 変更（増加） 

現在の都市計画公園 494 箇所 1,205.78ha 

合計 495 箇所 1,207.00ha 
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荒江公園
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荒江公園
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都市計画区域マスタープランとは、都市計画区域における都市計画の基本的な方針を定める
法定の計画であり、将来におけるおおむねの人口や市街化区域編入の考え方などを示しており、
市町村が都市計画決定・変更する際の県との協議などにおいて⽤いられるもの。

今回、令和２年に実施された国勢調査や社会状況の変化等を踏まえ、主に以下の内容が⾒直
されている。
＜主な変更点＞
○将来におけるおおむねの人口

・将来人口推計値の時点修正（増加率は鈍化）

○災害に強い都市づくりの方針
・災害の激甚化・頻発化を踏まえ、災害時の支援体制の構築や市街化区域へ編入する際の

⼟地利⽤方針等を追加
○各種数値（産業の規模を想定した数値等）や文言等の時点修正

〈参考〉４．主要な都市計画の決定等の方針 ※一部抜粋
（２）⼟地利⽤に関する主要な都市計画の決定の方針
１）基本方針

福岡都市圏においては、今後しばらくは継続することが⾒込まれる人口増加への対応として、市街化区域
の拡大を必要最小限に抑え、市街化調整区域の自然環境や農地を保全するとともに、既成市街地や現在の計
画的開発区域を中心に、人口や必要な都市機能の受け入れを図る。

４）市街化調整区域の⼟地利⽤方針
地域の特性にあった住環境の改善・誘導やコミュニティ機能の維持、地域の活性化を目的とし、良好な自

然環境や農地の保全などに資する計画の対応を図る。

都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更(福岡県決定)
について

１．都市計画区域の整備、開発及び保全の方針について

２．見直しの視点

▲ ※１ 福岡広域都市計画区域の範囲

○都市計画法において、一体の都市として総合的に整
備し、開発し、及び保全する必要がある区域を「都
市計画区域」として指定するものとされており、本
市については、福岡県が本市を含む10市５町で構成
される「福岡広域都市計画区域※１」を指定している。

○都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（都市計
画区域マスタープラン）とは、都道府県が市町村の
区域を超える広域的⾒地から、都市計画区域を対象
として都市計画の基本的な方針を定める法定の計画。

○現在、福岡県において、当計画の⾒直しが検討され
ており、県から市への意⾒聴取に伴い、福岡市都市
計画審議会に付議するもの。

○なお、都市計画区域マスタープランは、平成16年５⽉に当初決定されて以降、国勢調査の結
果等をふまえ、概ね５年ごとに定期的に⾒直しが実施されており、現⾏の計画は令和３年４
⽉に決定されている。

福岡広域都市計画区域
市街地内人口

増令和7年平成27年
おおむね

147千人(＋6.5％)
おおむね

2,419千人2,272千人

福岡広域都市計画区域
市街地内人口

増令和12年令和2年
おおむね

69千人(＋2.9％)
おおむね

2,447千人2,378千人

本編（案）抜粋 一部加工【 新 】【 現⾏ 】
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（参考）

■都市計画区域マスタープランの位置づけ
県

福岡市都市計画マスタープラン
[都市計画法第18条の２第１項の規定に基づく]

個別都市計画決定
・区域区分 ・地域地区
・地区計画 ・都市施設
・市街地開発事業 等

福岡市基本計画

１．圏域の現状と課題
（１）福岡都市圏の現状
（２）福岡都市圏の課題

２．都市計画の目標
（１）都市づくりの基本理念

（２）都市づくりの目標

・持続可能な、快適で魅⼒ある都市⽣活を身
近な街なかで送ることができる都市づくり

・安全で快適な⽣活を支える都市づくり
・自然環境に囲まれ、環境と共⽣する都市づ

くり
・活気にあふれた個性が輝く都市づくり
・多様な主体が参画するまちづくり 等

・福岡市を中心とする多心ネットワーク型都
市構造の形成により、国際中枢都市圏を目
指す

３．区域区分の決定の有無及び区域区分を定める際の
方針

（１）区域区分の有無
（２）区域区分の方針

・将来におけるおおむねの人口
・将来における産業の規模 等

■主な記載内容

４．主要な都市計画の決定等の方針
（１）都市構造の形成方針
（２）⼟地利⽤に関する主要な都市計画の決定の方針
（３）都市施設の整備に関する主要な都市計画の決定

の方針
（４）市街地開発事業に関する都市計画の決定の方針
（５）自然的環境の整備又は保全に関する都市計画の

決定の方針
（６）災害に強い都市づくりの方針
（７）景観に関する都市づくりの方針
（８）脱炭素に関する都市づくりの方針

都市計画区域マスタープラン
[ 都市計画法第６条の２第１項の規定に基づく ]

３．スケジュール（予定）

令和７年 12⽉
令和８年 ３⽉
令和８年 ４⽉
令和８年 ５⽉

令和８年 ７⽉
令和８年 ８⽉もしくは９⽉

（県）原案策定
福祉都市委員会報告
（県）関係市町意⾒聴取
（県）法定縦覧
福岡市都市計画審議会への付議
（県）福岡県都市計画審議会への付議
（県）決定告示

市
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